
   

   

点 鐘・ソング 奉仕の理想 

― 会 長 挨 拶 ― 

 

山本 樹 副会長  

本島会長が所用のため、今週と来週は私が代理で務

めさせていただきます。 

先々週は次年度会長、次年度幹事のラーニングセミ

ナーを受けてきました。次年度予定者としての準備が

一つ済み、7 月からの会長ことを想いながらこの場に

立たせていただいております。 

3 月の出入りが多い時期となりますが、島田支店長

が異動となり、本日オブザーバーとして、後任の群馬

銀行、伊澤様がいらっしゃっております。また、新し

いメンバーが 1 人、仲間に加わるということで、新し

い刺激をもらえるような気がしますので、非常に楽し

みにしております。 

いよいよ本島会長年度も残り 3 ヶ月となってまいり

ました。6 月の親睦旅行が事業として残っております

が、他の事業はほとんど終了しております。会員拡大

におきましては、本島会長を筆頭に私も会員拡大メン

バーとして、皆様のご協力を得ながら、今年度中に多

くの仲間を増やして、気付きのあるロータリーにして

いきたいと思いますので、ぜひ残り 3 ヶ月、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

― お 客 様 の ご 紹 介 ― 

 
 共創未来グループ 東邦薬品株式会社 

 植田 元気 様  

邉見 光雅 様  

 

オブザーバー   群馬銀行 伊澤 尚樹 様  

 

― 会 務 報 告 ― 

             山本  樹 副会長 

Ｒ ８． ３．２０（金）新会員セミナー              

於・エテルナ高崎 

参加者 松本 隆志・田中 聡美・新井 律子 

Ｒ ８． ３．２３（月）館林市緑化推進委員会            

参加者 関口  昇       於・館林市役所 

Ｒ ８． ３．２４（火）本島年度第３回親睦 

ゴルフコンペ           於・倶楽部我山 

参加者 藤島  厚・新井 律子・荒木千津子 

石川 長司・磯野 哲也・小池 敏郎 

関口 良幸・谷田川敏幸・山本  樹 

横田 善次・事務局 

Ｒ ８． ３．２４（火）   〃     懇親会            

於・吉川 

参加者 ゴルフ参加者・堀越 貴之 

Ｒ ８． ３．２６（木）館林市健康づくり推進 

                   懇話会 

参加者 中世 吉昭    於・館林市保健センター 

今 後 の 予 定 
Ｒ ８． ４． ４（土）第２回ガバナー補佐・ 

委員長合同会議 

対象者 小暮 雅𠀋       於・ビエント高崎 

R.I 加盟承認１９５８年６月２日 

Club ID  １３９５６ 

２０２６年３月２７日(金) 第３２７３回例会報告（Ｎｏ，３１） 

館林ロータリークラブ会報 

ロータリー２０２５～２０２６年度 

ＵＮＩＴＥ ＦＯＲ ＧＯＯＤ 

よいことのために手を取りあおう 
第２８４０地区 ２０２５～２０２６年ロータリーのテーマ 

 
第２８４０地区 ２０２４～２０２５年ロータリーのテーマ 
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Ｒ ８． ４．１１（土）第３回地区補助金予備 

審査会 

対象者 山本  樹   於・前橋商工会議所会館 

Ｒ ８． ４．１１（土）桐生南ＲＣ創立 

６０周年記念式典     於・美喜仁桐生文化会館 

対象者 本島 克幸・藤島  厚 

Ｒ ８． ４．１２（日）沼田中央ＲＣ創立４０ 

周年記念式典       於・ホテルベラヴィータ 

対象者 本島 克幸・藤島  厚 

Ｒ ８． ４．１６（木）第４回公共イメージ・ 

              ＩＣＴ推進委員会 

対象者 長柄 光則       於・ガバナー事務所 

Ｒ ８． ４．１８（土）新規米山奨学生・ 

カウンセラーオリエンテーション

於・前橋問屋センター会館 

対象者 齊藤 一則・飯塚 一成 

Ｒ ８． ４．１８（土）現新米山奨学委員会       

於・前橋問屋センター会館 

対象者 齊藤 一則・飯塚 一成 

Ｒ ８． ４．１８（土）現新米山奨学委員会懇親会           

対象者 齊藤 一則・飯塚 一成   於・福州飯店 

Ｒ ８． ４．１９（日）青少年交換委員会・派遣 

候補生オリエンテーション 

対象者 荒木千津子      於・ガバナー事務所 

Ｒ ８． ４．１９（日）高崎シンフォニーＲＣ 

創立３０周年記念式典 於・ホテルメトロポリタン高崎 

対象者 本島 克幸・藤島  厚 

Ｒ ８． ４．２２（水）第４分区Ａ・Ｂ９ＲＣ 

親睦チャリティゴルフ大会  於・鳳凰ゴルフ倶楽部 

対象者 本島 克幸・藤島  厚・石川 長司 

    小池 敏郎 

Ｒ ８． ４．２５（土）・２６日（日）第３８回 

全国ローターアクト大会 

於・国立オリンピック記念青少年総合センター 

Ｒ ８． ５．１６（土）クラブ・リーダーシップ・ 

ラーニングセミナー 於・安中市文化センター／並木苑 

Ｒ ８． ５．２０（水）～２１（木）歴代地区 

幹事会 

対象者 小暮 雅𠀋   於・温もりの宿 辰巳館 

Ｒ ８． ５．２９（金）～３１日（日）全国青少年

交換研究会福岡会議 

対象者 荒木千津子           於・福岡 

Ｒ ８． ６． ２（火）現新会長・幹事会         

於・太田グランドホテル 

対象者 本島 克幸・藤島  厚・宮内 敦夫 

 小暮 雅𠀋・山本  樹・中世 吉昭 

    事務局 

Ｒ ８． ６．１３（土）～１５（月）親睦家族旅行 

                    於・台湾 

対象者 本島 克幸・飯塚 一成・上野 和路 

 毛塚  宏・小池 敏郎・関井 宏一 

堀越 貴之・山本  樹 

Ｒ ８． ６．１４（日）台北国際大会地区ナイト 

                    於・大三元 
Ｒ ８． ６．１９（金）最終例会           

於・ニューミヤコホテル館林 

Ｒ ８． ７．１８（土）～１９（日）第２回 

ＩＦＭＲジャパン大会    於・青森県五所川原市 

Ｒ ８．１０．１８（日）～２３（金）第６１回世界 

ゴルフ選手権           於・台湾・台北 

 

 
藤島 厚 幹事 

― 幹 事 報 告 ― 

１．例会場・例会時間の変更 

２．会報、週報 

◆大泉ＲＣ  → ３月会報 

◆館林東ＲＣ → ２月会報 

３．その他 
◆ガバナー事務所 

◆ガバナー事務所 

①第２７５０地区第４６回ローターアクト年次大会催

のご案内 

【日 時】５月３０日（土） 

本会議 １３：００～１６：００ 

     懇親会 １６：３０～１８：００ 

【会 場】学校法人メイ・ウシヤマ学園 ハリウッド

美容専門大学校 

【登録料】１０，０００円 

②「２０２５年手続要覧」印刷冊子についてのご案内 

 現在、電子データのみの配信（マイロータリーから

ダウンロードできます） 

購入希望のクラブは４／９（木）必着にて注文 

③青少年交換委員会・派遣候補生オリエンテーション

のご案内 

【日 時】４月１９日（日）１１：００～１５：００ 

【会 場】ガバナー事務所 

【対象者】荒木千津子 

④２０２６－２７年度地区役員・地区委員就任依頼 

 ガバナー諮問委員会委員       宮内 敦夫 

 第４分区Ｂガバナー補佐       小暮 雅𠀋 

審議会立法案検討委員会委員     小暮 雅𠀋 

 会員組織強化委員会委員       小暮 雅𠀋 

 公共イメージ・ＩＣＴ推進委員会委員 長柄 光則 

 国際大会推進委員会委員       関井 宏一 

 青少年交換委員会委員        荒木千津子 

 米山記念奨学委員会委員       飯塚 一成 

〃            齊藤 一則 

◆館林ミレニアムロータリークラブ 

→ 原ガバナー補佐最終訪問日のご連絡 

  館林ＲＣ      ６月１２日（金） 

 大泉ＲＣ      ６月 ３日（水） 
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  館林東ＲＣ     ５月１３日（水） 

  館林ミレニアムＲＣ ６月１８日（木） 

― 委 員 会 報 告 ― 

第 3 回本島年度ゴルフコンペのご報告 

 
 藤島  厚 幹事 

優 勝      磯野 哲也 会員 

準優勝      石川  恵 事務局 

第３位      藤島  厚 幹事 

 
 出席委員会 小池 和敏 委員長          

例会出席報告 

通算３２７３回例会 

会 員 数 

出席率算出会員数 

５２名 

５０名 

出 席 者 数 ２５名 

欠 席 者 数 ２５名 

出 席 率 50.00％ 

前前回修正 74.00%～76.00％ 

 

 
ニコニコ BOX 委員会 長柄 光則 委員長 

― ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ ― 

☆本島 克幸会長       大変頂きました 

本日の例会出席ありがとうございます。私事でが、 

3 月 23 日に左足首を骨折してしまい、来週手術を 

して少し入院する予定です。皆様には、しばらくの 

間、ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いしま 

す。また復帰するまでの間、山本副会長、ご面倒を 

おかけいたしますがよろしくお願いします。 

☆山本 樹副会長       大変頂きました 

会長エレクト次年度幹事ラーニングセミナーを受講

してきました。準備が一歩進んだ気がしています。

また、本日は会長代理を務めさせていただきます。

東邦薬品の植田様、邉見様、卓話お世話になりま

す。 

☆藤島  厚幹事         頂きました 

先日の第 3 回本島年度の親睦コンペではお世話にな

りました。また本日は共創未来グループの植田様、

邉見様、卓話よろしくお願いします。本島会長、お

だいじに。 

☆谷田川敏幸会員         頂きました 

島田支店長お世話になりました。伊澤さんこれから

よろしくお願いいたします。 

☆横田 善次会員          頂きました 

島田様、館林ロータリーお疲れ様でした。今後のご

健勝・ご活躍・期待しております。 

☆森田信一郎会員          頂きました 

昨日で館林商工会議所青年部を終えることができま

した。いろいろとご尽力いただきまして誠にありが

とうございます。少しゆっくりできそうです。 

☆正田  隆会員        大変頂きました

島田支店長、ご栄転おめでとうございます。伊澤支

店長、これからよろしくお願いします。 

☆島田 直樹会員          頂きました

4 月 11 日付けで転勤となりました。皆様にはいろ

いろお世話になり、ありがとうございました。 

☆田中 聡美会員          頂きました

植田様、邉見様、今日は卓話ありがとうございま

す。 

 

 

 

 

 



 4 

― 卓 話 ― 

 
プログラム・健康増進委員会 田中 聡美 副委員長 

 
共創未来グループ 東邦薬品株式会社 

 植田 元気 様 

邉見 光雅 様 

皆様こんにちは。本日は全く貴重なお時間をいただ

きましてありがとうございます。先程ご紹介いただき

ました東邦薬品の植田と申します。よろしくお願いい

たします。今回、お話させていただくのは、今、超高

齢社会の中、高齢者が増えてきて、かつ認知症の方が

増えてきております。その中で独り歩き俗言う徘徊に

関しまして、東邦薬品として館林市に事業をご提案さ

せてもらいましたので、そのご紹介を兼ねお話をさせ

ていただきたいと思います。 

現在、超高齢化社会という中で国の方で色々な動き

が出ております。元々介護保険が始まったときは、介

護というものがメインとなっておりましたが、現在は

介護ではなくて、自立支援という形に動きが変わって

きております。かつ自立支援中にはご自身で動くこと

だけではなく、地域作りというところで、地域の活性

化を図りながら、よりよい社会を、地域共生社会を築

いていくというような動きとなっております。その中

で今回、認知症のお話をさせていただきますが、先程

お話しました介護から脱却という形で、今は地域包括

ケアシステム、各地域のエリア毎に応じて色々なこと

をしていきましょうという動きが進んでいます。具体

的に何をするのかといいますと、介護予防の評価とい

う形で介護を受けられる方を減らす。もっと言うとで

きるだけ元気な時間を増やしていこうという健康寿命

を増やしましょうという動きや今介護を受けられてる

方も、重度化防止をして少しでも軽くなって、普段の

元気な姿で生活ができる様にしていきましょう。プラ

スして、これから団塊の世代の方々が増えてきますの

で、周りの社会環境の整備をしていくことで、自治体

毎に色々な動きをされています。 

館林市でもされているのがフレイル予防という形

で、元気な方を会議の場を通じて広げていきましょう

とか、今回、認知症対策であるとか、共生社会という

形で地域で見守るお話になります。今日はこの後、認

知症サポートのお話を少しさせていただきますが、医

療と介護の連携を図っていくという中で、皆様が普段

の元気な姿で、そのまま生活できるようにしていくと

いうような動きがあります。実際に、国の方でも動き

が変化しておりまして、介護保険ができたときは介護

という形だけでしたが、現在は、精神障害の方、認知

症の部分であるとか、知的障害の方も入っております

が、より良い生活ができるように支援をしていきまし

ょうという形で動いております。実際に地域包括ケア

システムという名前は業種に関わらないと聞かれたこ

とはないと思いますが、実はこの言葉自身は 1980 年

ぐらいに広島県の三ツ木町というところで、今の尾道

の総合病院で作られた言葉が今現在も生き続けていま

す。 

来年度の国の予算で地域で「地域支援事業」「重層的

支援体制整備」という形で国が家をバックアップして

都道府県が市町村をバックアップして、エリア毎で事

業をしてくれる方に補助金を出してバックアップして

いきましょうという形で、地域に応じた動きを取り組

めるような仕組みが現在、動いています。実際に各地

域をみていきますと、地域共生社会の実現という形で

これからの団塊の世代の人たちの高齢化が急激に増え

てきています。しかも元気な方も増えてきていて、あ

るドクターの方曰く、「これからは人生 130 年生きるの

が普通じゃないか」と言う先生もいらっしゃいます。

裏を返せば、お薬の整備であるとか、元気なまま生き

ているのか、いろんな管がついて生きているのかとい

うことも加味した状況にはなってくると思いますが、

自由気ままな生活ができる形が今現在の地域の動きと

なってきています。 

市区町村を中心として地域は動いておりますが、そ
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の中で何が一番必要かといいますと、実は色々なタイ

プの見守りが必要じゃないかと言われています。当

然、介護を受けている方の見守りも必要ですが、元気

な方が介護を受ける手前を気付いてあげる見守りも必

要であれば、地域でいうと例えば道路が陥没していて

水が噴き出ているということも見守りに入ってきます

が、そういった部分を含め各地域毎の見守り活動をす

ることによって、地域が活性化して元気な方々が地域

で守っていこうという動きが今現在行われておりま

す。その中で今回は高齢者の認知症というところに絞

らせていただきます。 

実際に認知症の方はぱっと見たときにどの方が認知

症なのか、正直見分けがつかないと思っています。共

生社会だと言われても、手助けをしようとしても、ど

の方が認知症であるか、わからなければ手助けするこ

とはできません。一つの例で申し上げますと、例えば

ヘルプマーク。ペースメーカーをつけられるとヘルプ

マークをいただくことができますが、ペースメーカー

をつけてる人を他の方が見てわかることはないと思い

ますし、マタニティマークは体がふくよかだからとい

って、必ずしも妊婦さんには限らないと思いますの

で、今はヘルプサインが全国的に増えてきています。

これに関しては高齢の方であるとか、障害のある方々

についても、ヘルプサインを使って見守っていこうと

いうような動きが出てきております。今回、館林市、

邑楽地区に提供しているものに関しましては、シール

を身に付けていただくことで、目で見てこの人がヘル

プサインの対象になること。そしてその中に QR コー

ドを入れさせていただきました。QR コードを入れる

ことによって、ご家族様に連絡が取れたり、その方の

病気の情報がわかるとか、お声掛けができたりなど、

新しい支援体制ができるようなものを作らせていただ

いております。今までこちらのエリアで何もしてなか

ったわけではないと思っています。主によく聞くの

が、捜索願を出して警察の方々と一緒に行方不明者を

探す。もしくは GPS、スマートフォンを使って位置検

索をするというのがありました。また、群馬県警でも

そうですが、認知症の方で行方不明届が出るのは約 2

割といわれています。8 割の方は行方不明の時は出て

いなく、保護されて警察官が出動したので、書類を書

いてくださいという方が残り 8 割だそうです。認知症

の方はぱっと見て散歩なのかどうかわからない、そう

いう時代になってきています。また、普段の生活で在

宅生活をされている方が多くなってきています。今、

各地域では地域の目を使って見守りネットワークを作

ったり、SOS 事業を作って災害メール、LINE、メー

ル等でこういった方が行方不明になりましたと、3 月

27 日 12 時文化会館の近くで 65 歳男性の方が行方不

明。見かけたらお声掛けしてください。このようなア

ナウンスが流れることがありますが、それにプラスし

て私達のシールをご提供することが私達の動きになっ

ています。シールを貼ることによって、この方がお困

りの方ですよとわかっていただくことがメインになっ

ています。かつ役所の方によく言われますが、そのよ

うなシールをつけると、不公平じゃないか、差別じゃ

ないかというお話をいただきます。シールを見える位

置に貼っている認知症の方にとって、認知症状がとて

も進んでいる方が非常に多いですので、早くお声をか

けて助けてあげないと、交通事故に遭ってしまったと

いうこともありますので、そういった方は外に貼る。

逆に認知症といわれる初期段階の方に関しては、シー

ルを貼って歩かれません。恥ずかしい、周りに知られ

たくない。そのような方は持ち物に持たれるという形

になりますので、シールを貼る位置によってその人ら

しさ、ルールも守った形でご提供できるのが、私達の

どこシル伝言板となっています。 

どこにいるか知ってもらうための伝言板という形で

名前をつけさせていただいております。現在、2 月 28

日現在、1 都 1 道 39 県、389 の自治体様で活用いただ

いております。沖縄県で配布された方が本州で見つか

ったというお声をいただいております。全国でもそう

ですが、群馬県内においても、11 の自治体で活用して

いただいております。今年度は全ての邑楽館林の自治

体に入っていただいたということで、登録された方が

行かれても見つかる仕組みができあがっております。

また、安中市で実際に行方不明の訓練をさせていただ

きましたが、110 番してパトカーを走らせて、見つけ

るというような訓練もさせてもらいました。群馬県の

警察につきましてはご協力をいただいてます。 

各自治体でシールのデザインを変えさせてもらって

ます。目で見てわかることが一番重要ですので、キャ

ラクター、各市町村のマークを入れることによって、

お声をかけやすければ、保護されたときに、館林市の

方ですねとか邑楽町の方ですね、千代田町の方ですね

など、会話できるのが大きなポイントと思っていま

す。指定 QR コードを読み取るとご家族に連絡が行く
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仕組みをとらせてもらっております。アナログな目で

見てわかる部分、ICT を活用した部分は新しいもので

すので全国で普及してきております。また実際にどの

ような発見事例があるかをご紹介させていただければ

と思います。 

外にシールが付いていれば、お声がけが一番しやす

いですが、最近、カバンの中とか、パスケース、男性

はキーホルダーをつけてカバンに入れられたり、ポケ

ットに入れられてる方が、お支払いのタイミングや荷

物を開けたときに気づかれて保護されるというケース

も非常に増えてまいりました。おかげで、行方不明に

なってから見つかる時間が短くなったり、迎えに来ら

れる方が遠方まで迎えに行かなくてよくなったという

声をいただいております。警察からのお話になります

が、シールをつけてる方が ATM の前に立っていたら

すぐ保護しますということで、振り込め詐欺の防止に

繋がったケースがあります。認知をお持ちの方が車を

間違って運転していたということで止めることができ

ました。一番喜んでもらったのは救急隊になります。

救急搬送されるときに身元がわからない中で、シール

があることで家族に連絡が取れたというお話をいただ

きました。コロナ禍のときは、本人の情報が取れない

と病院が受け入れてくれないということで、救急車が

停滞する中で、シールをつけていることで、この方は

どこの住民ということがわかるということで、病院側

がスムーズに受け入れをしてくれたというお声をいた

だいております。能登半島沖地震の際にも、こういっ

たものを活用いただいて救急搬送、避難所での活用が

できているというお声もいただいております。定額サ

ービスで書きましたが、振り込み用紙が送られてきて

お金を払ってくださいというときに、本当に払ってい

いのか、間違って払ってしまうことがあるというの

で、消費者生活センターからのお話もいただいており

ます。認知症の方の初期、独り歩きが出てくる方々は

色々な症状が出てきますので、そういった方への支援

ができるような仕組みを導入させていただいておりま

す。内容としてはシールを貼っていただく。これだけ

で基本的に OK です。シールをもらうには役所への申

請が必要になりますので、役所に申請をしてもらうと

事前登録ができます。登録できればシールを貼って、

独り歩きの方を見つけた方がシールを見つけて QR を

読んでいただく。読んでいただくことで、連絡が家族

まで伝わります。このような仕組みは今回のご紹介内

容となります。 

こちらは実際に学校で森林訓練時に使ってる資料で

す。お声掛けをして安全確保、自分たちの安全確保し

た中で QR コードを読んでいただくことによって、発

見者の方に登録している内容が分かります。ここでは

お母さん女性、身長が 160 センチ、中肉中背、天然パ

ーマの方で上着青色チェックシャツ着てますと表示さ

れます。病気の記載欄には、アルツハイマー型認知

症、高血圧症糖尿病といったような内容が記載され、

耳が遠い、大きい声で話をかけてあげてくださいなど

の内容が登録されています。このような内容が確認で

きた上で、この QR コードを読み取るとご家族様に自

動的にメールが伝わります。そして発見者の方が今の

居場所を書いていただくことによって、その内容がご

家族様にメールで繋がるという仕組みになっていま

す。そしてメールの中に伝言板という特別なページで

情報交換ができるようになりますが、重要なことは、

QR コードを読んでもらった発見者の方と、ご家族様

に関しましては、システムを利用してますので、双方

の個人情報は一切出ません。メールアドレスや IP アド

レスも出ない双方の個人情報を守った形でやり取りが

できるシステムとなっています。次のページはお時間

ある時にご一読いただけますと幸いです。 

認知症というと皆様からよく聞かれますが、まだ認

知症ではないですよとお話をすることもあれば、認知

症ですとお話することもございます。実際、医療的な

部分を含めてお話をさせていただきますと、そのよう

なことは認知症の方だけにあるものではなく、一般的

に年を取ってくれば出てくる症状だと思います。この

ようなことが認知症に繋がっていく。普段の人のミス

とか不安が気づけば認知症になってますという状況に

なりますので、認知症を抑えるためにも、色々な予防

運動をしていく、外に出る機会を増やしていくことが

今の対策となっております。 

今回のシステムに関しましては、医療面、金銭面、

防災面、独り歩きする面も全てに関して、対応できる

モデルを持っておりますので、資産は導入いただいて

使うことで、サスティナブル、見えるピンクゴールド

福祉的な部分を次の世代へ進んでいく、先進的な動き

をしているということをご理解いただければなと思い

ます。 

最後に館林市からお話をいただいておりまして、市

のホームページから QR コードを読んでもらうと認知
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症に関することの中にどこシル伝言板のご紹介もあり

ます。そしてその中に認知のガイドブックも掲載され

ております。認知症に関しまして、不安がある、周り

の方はどうかなと思ったときにお手に取っていただけ

ればなと思います。またこれから地域の共生社会の

中、認知症サポーター養成講座の出前講座を実施して

います。市民の方だけが受けるのではなく、各企業様

に出向いて出前講座をしておりますので、連絡をいた

だければ幸いです。このお話を館林市の方にお話をし

ていただければ、皆様のご都合の良い時間で、実際に

認知症の勉強ができますので、認知症を理解すること

によって認知症予防に繋がったり、皆様の長く元気で

労働力として活動することができると思います。本日

はお時間をいただきましてありがとうございます。 

 
 

 
小池 和敏 S・A・A 

＜４月の献立＞ 

４月 ３日（金）キーマカレー 

４月１０日（金）炒飯＆餃子 

４月１７日（金）たけのこご飯 

４月２４日（金）オムライス 
 

〈 第３回親睦ゴルフコンペ 〉 

 
〈 懇 親 会 の 様 子 〉 

 
 

 
優勝おめでとうございます！ 

 

◆例会日 毎週金曜日 12：10 より 

◆例会場 ニューミヤコホテル館林（館林市文化会館） 

     館林市城町 3-1 TEL0276-50-1541 

◆事務所 館林信用金庫本店内 

     館林市本町 1-6-32 TEL･FAX 72-8181 

◆E:mail  tatebayashi.rc@cc9.ne.jp 
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